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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月14日(2009.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の第2の物品を一時的に１つに保持するように構成されている接続要素であって、
基部部材を有し、該基部部材は、第１の第２物品を該基部部材に対して保持するように構
成されている第１の接着領域と、第２の第２物品を該基部部材に対して保持するように構
成されている第２の接着領域とを備え、前記両接着領域は電気的に弱くできる接着剤を有
する、接続要素。
【請求項２】
　複数の第2の物品を一時的に１つに保持するように構成されている接続要素であって、
基部部材を有し、該基部部材は、第１の第２物品を該基部部材に対して保持するように構
成されている第１の接着領域と、第２の第２物品を該基部部材に対して保持するように構
成されている第２の接着領域とを備え、前記両接着領域は、導電性であって電気的に弱く
できる接着剤を受け入れるように構成されている第１の活性表面を有しており、前記第１
活性表面は、前記電気的に弱くできる接着剤に電圧を印加するように構成されている電気
回路の一部分を構成している、接続要素。
【請求項３】
　該接続要素にはそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するために使用されるように構成
されている少なくとも１つの導体が設けられている、請求項１または２に記載の接続要素
。
【請求項４】
　該接続要素上の第１導体は前記１つまたは２つ以上の第２物品上の第２の導体と組み合
わされてそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように構成されている、請求項３に記
載の接続要素。
【請求項５】
　該接続要素にはそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように構成されている一式の
少なくとも２つの導体が設けられている、請求項１または２に記載の接続要素。
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【請求項６】
　両前記接着領域は互いに並列に電気的に接続されている、請求項５に記載の接続要素。
【請求項７】
　前記導体は外部の電力源に接続されるように構成されている複数の接続部分を有してい
る、請求項３から６のいずれか１項に記載の接続要素。
【請求項８】
　該接続要素は、複数の前記接着領域を通して互いに接続されている第１と第２の導体を
有する、請求項１から７のいずれか１項に記載の接続要素。
【請求項９】
　前記基部部材は非導電性材料で構成されている、請求項１から８のいずれか１項に記載
の接続要素。
【請求項１０】
　導電性であって、互いに離れて構成されており、電気回路を通して互いに電気的に接続
可能に構成されている第１と第２の活性表面をさらに有し、前記電気的に弱くできる接着
剤は前記第１と第２の活性表面の間の距離を埋めるように構成されている、請求項１から
９のいずれか１項に記載の接続要素。
【請求項１１】
　閉じた電気回路内でそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように作動され、前記複
数の導体に接続するように構成されている内部電力源を有する、請求項３から１０のいず
れか１項に記載の接続要素。
【請求項１２】
　前記第１活性表面は第１の電極電位を備えている第１の材料であって、前記第２活性表
面は第２の電極電位を備えている第２の材料であって、前記第１電極電位は前記第２電極
電位とは異なる、請求項１０に記載の接続要素。
【請求項１３】
　前記接続要素が少なくとも１つの印刷されているおよび／または積層されている電池を
さらに有する、請求項１１または１２に記載の接続要素。
【請求項１４】
　表面を備えている第１支持層であって、第１活性表面は導電性であって該第１支持層に
よって支持されており、第２活性表面は導電性であって該第１支持層によって支持されて
いる、該第１支持層をさらに有し、前記第１活性表面は前記第２活性表面から前記第１支
持層の前記表面に沿った第１の距離離れており、前記積層構造は両前記活性表面の間の距
離を埋める電気的に弱くできる接着剤を受け入れるように構成されている、請求項１から
１３のいずれか１項に記載の接続要素。
【請求項１５】
　パッケージであって、第１の接着領域を有し、前記第１接着領域によって１つまたは２
つ以上の他のパッケージに一時的に接続されるように構成されており、前記接着領域は電
気的に弱くできる接着剤を有する、パッケージ。
【請求項１６】
　パッケージであって、第１の接着領域を有し、前記第１接着領域によって１つまたは２
つ以上の他のパッケージに一時的に接続されるように構成されており、前記接着領域は導
電性であって、電気的に弱くできる接着剤を受け入れるように構成されている第１の活性
表面を有しており、前記第１活性表面は前記電気的に弱くできる接着剤に電圧を印加する
ように構成されている電気回路の一部分を構成している、パッケージ。
【請求項１７】
　該パッケージには前記接着領域に電圧を印加するために使用されるように構成されてい
る少なくとも１つの導体が設けられている、請求項１５または１６に記載のパッケージ。
【請求項１８】
　前記１つまたは２つ以上の他のパッケージには該パッケージ上の前記導体と組み合わさ
れてそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように構成されている導体が設けられてい
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る、請求項１７に記載のパッケージ。
【請求項１９】
　該パッケージにはそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように構成されている一式
の少なくとも２つの導体が設けられている、請求項１５または１６に記載のパッケージ。
【請求項２０】
　該パッケージは複数の接着領域が設けられている、請求項１５から１９のいずれか１項
に記載のパッケージ。
【請求項２１】
　第１の前記接着領域は該パッケージを第２のパッケージに一時的に接続するように構成
されており、第２の前記接着領域は該パッケージを第３のパッケージに一時的に接続する
ように構成されている、請求項２０に記載のパッケージ。
【請求項２２】
　第１と第２の前記接着領域が該パッケージを第２のパッケージに接続するように構成さ
れている、請求項２０または２１に記載のパッケージ。
【請求項２３】
　前記複数の接着領域は互いに並列に電気的に接続されている、請求項２０から２２のい
ずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの導体は外部の電力源に接続されるように構成されている複数の接
続部分を有している、請求項１９から２３のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項２５】
　該パッケージは、複数の前記接着領域を通して互いに接続されている第１と第２の導体
を有する、請求項１５から２４のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項２６】
　導電性であって、互いに離れて構成されており、電気回路を通して互いに電気的に接続
可能に構成されている第１と第２の活性表面をさらに有し、前記電気的に弱くできる接着
剤は前記第１と第２の活性表面の間の距離を埋めるように構成されている、請求項１５か
ら２５のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項２７】
　閉じた電気回路内でそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように作動され、前記複
数の導体に接続されるように構成されている内部電力源を有する、請求項１５から２６の
いずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項２８】
　前記第１活性表面は第１の電極電位を備えている第１の材料であって、前記第２活性表
面は第２の電極電位を備えている第２の材料であって、前記第１電極電位は前記第２電極
電位とは異なる、請求項２７に記載のパッケージ。
【請求項２９】
　少なくとも１つの印刷されているおよび／または積層されている電池をさらに有する、
請求項２７または２８に記載のパッケージ。
【請求項３０】
　表面を備えている第１支持層であって、第１活性表面は導電性であって該第１支持層に
よって支持されており、第２活性表面は導電性であって該第１支持層によって支持されて
いる、該第１支持層をさらに有し、前記第１活性表面は前記第２活性表面から前記第１支
持層の前記表面に沿った第１の距離離れており、前記積層構造は両前記活性表面の間の距
離を埋める電気的に弱くできる接着剤を受け入れるように構成されている、請求項１５か
ら２９のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項３１】
　前記第１および／または第２支持層は非導電性材料で構成されている、請求項１４から
３０のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項３２】
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　取り扱い用要素を構成する物品であって、少なくとも１つの第2の物品を前記取り扱い
用要素に対して一時的に保持するように構成されている第１接着領域と、前記取り扱い用
要素と前記取り扱い用要素に接続されている前記第２物品とが取り扱われるように構成さ
れる係合領域と、を有し、前記接着領域は電気的に弱くできる接着剤を有する、物品。
【請求項３３】
　取り扱い用要素を構成する物品であって、少なくとも１つの第2の物品を前記取り扱い
用要素に対して一時的に保持するように構成されている第１接着領域と、前記取り扱い用
要素と前記取り扱い用要素に接続されている前記第２物品とが取り扱われるように構成さ
れる係合領域と、を有し、前記接着領域は導電性であって、電気的に弱くできる接着剤を
受け入れるように構成されている第１の活性表面を有しており、前記第１活性表面は前記
電気的に弱くできる接着剤に電圧を印加するように構成されている電気回路の一部分を構
成している、物品。
【請求項３４】
　少なくとも１つの第２物品を前記取り扱い用要素に対して一時的に保持するように構成
されている第２の接着領域をさらに有し、前記第２接着領域は電気的に弱くできる接着剤
を有する、請求項３２または３３に記載の物品。
【請求項３５】
　前記取り扱い用要素は前記両接着領域の間に位置している前記係合領域を備えているス
リングを構成する、請求項３４に記載の物品。
【請求項３６】
　該物品にはそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するために使用されるように構成され
ている少なくとも１つの導体が設けられている、請求項３２から３５のいずれか１項に記
載の物品。
【請求項３７】
　前記１つまたは２つ以上の他の第２物品には該物品上の前記導体と組み合わされてそれ
ぞれの前記接着領域に電圧を印加するように構成されている導体が設けられている、請求
項３６に記載の物品。
【請求項３８】
　該物品にはそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように構成されている一式の少な
くとも２つの導体が設けられている、請求項３２から３７のいずれか１項に記載の物品。
【請求項３９】
　第１の接着領域は該物品を第１の第２物品に一時的に接続するように構成されており、
第２の接着領域は該物品を第２の第２物品に一時的に接続するように構成されている、請
求項３３から３８のいずれか１項に記載の物品。
【請求項４０】
　両前記接着領域は互いに並列に電気的に接続されている、請求項３２から３９のいずれ
か１項に記載の物品。
【請求項４１】
　前記導体は外部の電力源に接続されるように構成されている複数の接続部分を有してい
る、請求項３６から４０のいずれか１項に記載の物品。
【請求項４２】
　該物品は、複数の前記接着領域を通して互いに接続されている第１と第２の導体を有す
る、請求項３２から４１のいずれか１項に記載の物品。
【請求項４３】
　導電性であって、互いに離れて構成されており、電気回路を通して互いに電気的に接続
可能に構成されている第１と第２の活性表面をさらに有し、前記電気的に弱くできる接着
剤は前記第１と第２の活性表面の間の距離を埋めるように構成されている、請求項３２か
ら４２のいずれか１項に記載の物品。
【請求項４４】
　閉じた電気回路内でそれぞれの前記接着領域に電圧を印加するように作動され、前記複
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数の導体に接続するように構成されている内部電力源を有する、請求項３２から４３のい
ずれか１項に記載の物品。
【請求項４５】
　前記第１活性表面は第１の電極電位を備えている第１の材料であって、前記第２活性表
面は第２の電極電位を備えている第２の材料であって、前記第１電極電位は前記第２電極
電位とは異なる、請求項４４に記載の物品。
【請求項４６】
　少なくとも１つの印刷されているおよび／または積層されている電池をさらに有する、
請求項４４または４５に記載の物品。
【請求項４７】
　表面を備えている第１支持層であって、第１活性表面は導電性であって該第１支持層に
よって支持されており、第２活性表面は導電性であって該第１支持層によって支持されて
いる、該第１支持層をさらに有し、前記第１活性表面は前記第２活性表面から前記第１支
持層の前記表面に沿った第１の距離離れており、前記積層構造は両前記活性表面の間の距
離を埋めるように電気的に弱くできる接着剤を受け入れるように構成されている、請求項
３２から４６のいずれか１項に記載の物品。
【請求項４８】
　前記第１支持層は非導電性材料で構成されている、請求項３３から４７のいずれか１項
に記載の物品。
【請求項４９】
　前記第２物品は、少なくとも他のパッケージに接続されている、請求項１５から３１の
いずれか１項に記載のパッケージを少なくとも１つ有している、請求項３２から４８のい
ずれか１項に記載の物品。
【請求項５０】
　前記第１の第２物品と前記第２の第２物品とは請求項１５から３１のいずれか１項に記
載のパッケージを有している、請求項３２から４９のいずれか１項に記載の物品。
【請求項５１】
　前記第２物品は、請求項１から１４のいずれか１項に記載の接続要素によって一時的に
１つに保持される、請求項３２から５０のいずれか１項に記載の物品。
【請求項５２】
　複数の該パッケージは、請求項１から１４のいずれか１項に記載の接続要素によって一
時的に１つに保持される、請求項１５から３１のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項５３】
　パッケージなどの複数の物品を流通させる方法であって、請求項１から１４のいずれか
１項に記載の接続要素を用意するステップと、少なくとも２つの第２の物品を前記第１と
第２の接着領域にそれぞれ接続するステップと、前記接続要素と、前記接続要素に接続さ
れている前記少なくとも２つの第２物品とを流通させるステップと、前記少なくとも２つ
の第２物品を前記接続要素から分離するステップと、を有する方法。
【請求項５４】
　複数のパッケージを流通させる方法であって、少なくとも１つの第１の請求項１５から
３１のいずれか１項に記載の第１パッケージを用意するステップと、少なくとも１つの第
２パッケージまたは少なくとも第２の第１パッケージを前記第１パッケージに接続するス
テップと、前記第１パッケージと前記第１パッケージに接続されている前記他のパッケー
ジとを流通させるステップと、複数の前記パッケージを互いに分離するステップと、を有
する方法。
【請求項５５】
　第２の物品を流通させる方法であって、請求項３２から４７のいずれか１項に記載の取
り扱い用要素を構成する物品を用意するステップと、少なくとも１つの第２の物品を前記
取り扱い用要素に接続するステップと、前記取り扱い用要素と、前記取り扱い用要素に接
続されている前記第２物品とを流通させるステップと、前記第２物品を前記取り扱い用要
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素から分離するステップと、を有する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図２は、両活性表面３、４が、図１ａ～ｃのように電気的に弱くできる接着剤によって
構成されている接合層５の両側に２つの独立した層３、４として設けられている代わりに
、接合層の同じ側に配置されている実施形態を示している。この構造は、剥離される２つ
の支持層１、２を有している。両支持層１、２は、紙、厚紙、プラスチックで作られてい
てもよいが、他の材料も考えられる。両活性表面３、４は、接合層５の一方の側に配置さ
れており、支持層１の表面に沿って距離ｄだけ互いに分離されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　第２活性表面４は、図２の実施形態のように第１支持層１上に設けられている。絶縁層
１０は、この構造の上に設けられている。絶縁層１０の上方には、第１活性表面３が配置
されており、最後に、その上に接合層５が配置されている。第１と第２の活性表面３、４
は同一平面内にはないため、第１活性表面３は第２活性表面４の円形端部を完全に囲んで
いる円形部材で構成することができる。両活性表面３、４と絶縁層１０とによって、接合
層５が埋めるように構成されている両活性表面３、４の間に隙間を設けられる。接合層５
は、第２支持層２から第１支持層１までずっと延びていて、第１と第２支持層１、２の間
を直接接着していてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　互いから短距離に配置されている各活性表面５３、５４は１対の活性表面５３、５４を
構成している。接合層が両活性表面５３、５４と複数のパッケージ５０ａ～ｇとの間に塗
布されている。接合層は各点が両活性表面５３、５４の各対を覆うように、複数の点とし
て塗布されている。両活性表面５３、５４と電気的に弱くできる接着剤との組が電気的に
弱くできる接着領域を構成している。図７～１０に示しているように、活性表面５３、５
４と付随している電気的に弱くできる接着剤との複数のそのような組が、接続要素５１の
周囲に沿って配置されている。図７の接続要素５１は、外部の電力源６（＋と－との記号
によって示されている）に接続されるように構成されている。接続要素５１が外部電源６
に接続されると、電流が、両活性表面５３、５４と導電性の電気的に弱くできる接着剤と
の各対を通して第１と第２の回路９ａ、９ｂを流れることになる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　したがって、この例では、パッケージ６０ａの側部６１ａは第１支持層を構成する。両
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活性表面６３、６４と、両回路９ａ、９ｂとは、パッケージ６０ａの表面６１ａ上に図２
～５を参照して前述したパターンと同様のパターンで配置することができる。複数の接合
層の複数の点を活性表面の各対と第１のパッケージ６０ａに面している他のパッケージ６
０ｂの側部６２ｂとの間に塗布し、それによって両パッケージを１つにのり付けすること
ができる。両回路９ａ、９ｂが開いているときは、接合層を通して電流は流れず、両パッ
ケージ６０ａ、６０ｂは１つに接着されたままである。両回路９ａ、９ｂが閉じられると
、電流が接合層を通して流れ、接合層内または接合層と一方または両方の支持層６１ａ、
６１ｂとの間の複数の結合を弱くするか破壊することになり、両パッケージを容易に分離
することができる。例として、両回路９ａ、９ｂは、ユーザがパッケージの外側に配置さ
れているボタンを押し、それによってスイッチ７を閉じることによって閉じることができ
る。複数の結合を破壊し、または弱くするのに必要な電流は、前述の方法のいずれかによ
って流すことができる。したがって、両活性表面６３、６４は異なる電位の異なる材料で
作られていてもよい。その代わりに、電気エネルギーを外部電源から加えるか、または電
磁波によって発生させることができる。さらなる複数の層を両パッケージ２つの接続され
た表面の間に塗布してもよく、そのような層は、前述のように、絶縁層、さらなる導電層
、または従来の接着剤の層であってもよい。
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